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「
奥
の
細
道
サ
ミ
ッ
ト
」

古
典
文
学
の
傑
作
『
奥
の
細
道
』
の
訪
問
地
や
芭

蕉
に
縁
深
い
市
町
や
団
体
が
結
集
し
て
、
地
域
の
芸

術
や
文
化
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
広
く
会
議

を
興
し
た
も
の
で
、
今
年
20
回
を
数
え
、
滑
川
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

芭
蕉
が
来
訪
し
た
７
月
、
新
築
成
っ
た
福
祉
の
拠

点
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
を
主
会
場
に
し
て
代
表
者
会

議
や
関
連
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

早
稲
の
香か

や
分
け
入
る
右
は
有
磯
海

「
越
路
三
吟
懐
紙
」
と
よ
ば
れ
る
芭
蕉
の
名
品
が

残
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
崎
で
詠
ん
だ
名
高
い
「
荒
海

や
佐
渡
に
横
た
う
天
の
河
」
と
越
中
で
の
「
早
稲
の

香
や
」
の
秀
吟
が
認
め
ら
れ
た
優
品
で
『
親
知
ら
ず

子
知
ら
ず
の
難
所
を
越
え
て
や
っ
と
の
こ
と
で
越

中
の
国
に
入
っ
た
」
こ
と
を
記
し
た
後
、「
早
稲
の

香
や
」
の
句
が
書
か
れ
て
お
り
、
新
川
郡
の
情
景
を

詠
ん
だ
根
拠
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

☆「奥の細道」と芭蕉講座（いずれも 13:30 ～ 15:00 図書館４階視聴覚室）

８月５日㈰芭蕉の肖像の見方 横浜文孝
（江東区芭蕉記念館学芸員）

８月 12 日㈰「奥の細道」北陸路の旅の実際 金森敦子
（ノンフィクション作家）

８月 19 日㈰「奥の細道」と越中の俳諧 大西紀夫
（富山短期大学教授）

８月 26 日㈰芭蕉の謎－寿貞と桃印 田中善信
（白百合女子大学教授）

９月２日㈰「奥の細道」出立を予告する２通の手紙
塩村　耕
（名古屋大学大学院教授）

※申込み締切日　７月 21 日㈯までに往復はがきで
滑川市立博物館　〒９３６－０８３５　滑川市開６７６
☎０７６－４７４－９２００　FAX０７６－４７４－９２０１

◆基調講演　「北陸路の芭蕉」嵐山光三郎氏（作家）
と　き　７月 31 日㈫　15:30 ～
ところ　市民交流プラザ

　◆滑川宿と芭蕉史跡めぐり
と　き　８月１日㈬　10:00 ～
ところ 橋場～櫟原神社

越のまほろばー豊饒の地を未来に
第20回「奥の細道」滑川サミット 会期　７月 31日㈫～８月 1日㈬

会場　滑川市民交流プラザ３階研修室

　◆「奥の細道」北陸路と蕉門の人々展
　と　き　７月 31 日㈫～８月 26 日㈰　10:00 ～ 18:00
   ところ　滑川市立図書館　催事室

奥
の
細
道
と
滑
川
宿じ
ゅ
く

時
は
、
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
弥や
よ
い生
（
３
月
）

の
末
、
江
戸
深
川
（
東
京
都
江
東
区
）
の
芭
蕉
庵
を

曽
良
と
共
に
旅
立
っ
た
松
尾
芭
蕉
は
、
奥
州
街
道
を

北
上
し
、
西
行
法
師
の
足
跡
を
慕
っ
て
白
河
の
関
を

越
え
、
日
本
三
景
の
松
島
や
藤
原
三
代
栄
華
の
地
平

泉
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
日
本
海
側
に
出
て
象

潟
、
出
羽
三
山
な
ど
の
歌
枕
を
見
て
、
旧
暦
７
月
13

日
に
越
後
市
振
か
ら
境
川
を
渡
っ
て
越
中
へ
と
進

み
、
黒
部
四
十
八
が
瀬
を
越
え
て
滑
川
の
宿
に
入

り
、
一
夜
の
旅
衣
を
解
き
ま
し
た
。

入場料 300円（一般）

【申込み方法・問合せ先】

いずれも７月 21日㈯までに往復はがきでお申込みください。

　滑川市立博物館　〒９３６－０８３５　滑川市開６７６

　☎０７６－４７４－９２００　FAX０７６－４７４－９２０１


